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図3. 栄養塩の推移（桑名地区を除く平均値） 

 

3. ノリ養殖経過 

今漁期は，平年並みのペースで水温が順調に低下した。育苗

は昨漁期同様に順調に行われ，各地とも健全度の高い種網の確保

ができた。近年，伊勢湾の黒ノリ養殖漁場で問題視されている漁

期中における，植物プランクトンの発生･長期化による栄養塩の

低下，重度の色落ち被害は発生しなかった。今漁期においても一

時的な色調低下があったものの，長期化することはなかった。 

今漁期における海況特徴は，比重が10月中は平年並みに推移

したもののそれ以降， 11月上旬から3月にかけて平年に比べ低

い～かなり低めで推移した。また，年内生産期において伊勢湾の

黒ノリ養殖漁場では，広範囲においてバリカン症様の被害が発生

した。特に桑名地区では被害が大きく，年内生産枚数は昨年比で

27％，年内生産金額は昨年比 18％となった。このバリカン症様

の被害は，12 月いっぱい継続したものの，年明けからは沈静化

し，概ね生産状況も平年並みに推移した。鳥羽地区においては，

食害に悩まされた漁場もあったが，伊勢湾全体においては，比較

的海況に恵まれた漁期であったと言える。 

 

4. 共販結果 

三重県における平成 21 年度漁期の共販は，全 9 回開催

された。生産枚数は，前年度比 82％の約 2 億 4 千 8 百万枚，

生産金額は，前年度比 85％の 21 億 8 千万円であった。平

均単価は，前年度比 104％の 880 円であった。 

年内生産について昨漁期と比較すると，生産枚数は 20 百

万枚で約53％減少，生産金額は2 億21 百万円で約53%減少し

た。これは例年では類をみない広い範囲でのバリカン症様の葉体

短縮が発生したことが原因と考えられた。三重県では近年、年内

生産が不調になる年が多い中で、特に厳しい結果となった。しか

し，今漁期は冷凍網生産期に色落ち被害が少なかったこと、下物

の価格が維持されたことから生産金額ベースでは冷凍網生産で

ある程度盛り返すことができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4. 汐別生産枚数と単価の推移 
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